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物件'1'l.は経営費の中で例年約 35% を占めるが . 40 % 前後を占

める人件'1'l.においては節約の余地は僅少であって，国鉄経営を

経伐の節約とし、う消極的な方法によ っ て合理化する，ほとんど

l唯一の道は物件此の飾約であることがわかる。部UiJo業務の規模

が一般的に大きいこ とと併せて，巡営機f，'~が ìjH>f1であるために，

.I'i材取扱部門を鉄道運営H童相~ I勾で1'.l(立が]な組織にすることが適

当であるが， この場合には資材 JlX.扱部門内における業務合理化

と，資材使用部門内における経営の全般的な合jJJ!化とが必ずし

も常に一致しない商がある。その原因は輸送力の維持 ・ 強化の

ために資材を使用する湯合， その経'1'l. とそれによって生れる収

経との比較が，鉄道企業の復雑さのために前品生産企業の場合

のように端的に予見し難いし， また結果についても判定し灘い

からである。鉄道のように計画された輸送業務を中断または休

止することを許さない企業においては， 応急資材の手当のため

に，資材]反扱部門内で緊急の購入および配給等の経技術加とい

う犠牲に I。いて，輸送業務遂行のために資材を投入すべきか否

かとし、う問題は緊急性の程度のあらゆる段階であらわれる。こ

の場合鉄道事業の公共的性格の考慮がこれにからみ合って ます

ます判院rrを困難にする。したがって鉄道における資材事務を通

しての経営の合理化の問題は， 資材~J~務処当制II"J内の IHjJ逝と ，

資材使用 fffl門内の問題とに分けて見ることが{足利である。もち

ろん一般的には資材事務担当部門内における経政節減に第 1 次

の努力が注がれるべきであり，これがすなわち鉄道輸送業務に

対して奉仕することになるのであって，ただ鉄泊経営全般の使

命または合]:11'化と矛盾を来たす特殊の場合においてのみ， 資材

lJj.務担当部門内の内部的合理化は犠牲に供されることになる。

3 鉄道資材(司T務)の特色 鉄道資材の特色をあげるとっ

きrのとおりである。

(1) 巡松保安に重大な関係のある資材の占める比重が大きい。

たとえばレ ーノレ，継目 板，ポイ γ ト 等の線路用品fJï. lJI両m タ

イヤ ， ~気プレ ーキ用品，ばねj'J~等の 111阿部品 . 111両，信号保

安J日品等であるが， 鉄道の事故は利用者の生命11オ隊等に霊大な

~響をもたらすために， 鉄道の所~資材の14'1f入 ・ 配給にあたっ

ては良品質の確保がまず嬰求される固ことに事故の原因となる

ような資材については，良い品質を確保するためには購入契約

上filb絡の低僚は第 2 次的条件となって来る。

(2) 鉄道事業の本質上， 資材を使用する矧II"Jは各地に多数散

在しており ，その各地の使用箇所へ資材を配給することは，輸

送力を維持し治加1 しまたは輸送の能率を向上させるために， 鉄

道企業とし、う有俄休に食料を送るのに当るわけで'ある。鉄道は

この輸送力tJ:11m維持のための資材配給にあたり. l'司らの輸送力

を利用する点がし、ち じるしい特色であり， 輸送力活用いかんが

鉄道資材~]i:務の成否のかき'てeあるとも考えられる。

(3) 鉄道所袈資材を用途}}IJに見ると，修繕m資材の占める比

よがし、ちじ るし く大である。 一般に商品生産企業については，

その所製資材は品目および数量ともに商Ir:l J.瓜単位所援資材がl明

かであるためはっきり と計算できるから， 資材担当部1 1' 9の仕事

の中心は所要数i誌の見積りではなく I il話機をつかんで仕入を行

うことにあるが，鉄道の幼合は修繕j目資材の'~fIl合が大きいため.

所~数iiiの計数に高度の事務の比重がかけられる。

(4) 品目の範闘が広くかっ数iil:が大企であること。

4 rt材~:rjJ1'の体系 鉄道における資本1' 1官邸の休系は， 資

材1l;:~の状況をつかむのが困難であるために， この追求を中心

として組み立てられている。すなわち会計年度をー単位期間と

して ， この間の鉄道部内における資材需裂状況に応じて購入 ・

JtT放 ・ 配給事務を行うための業務体系が鉄道資材の管恕体系で

ある。資材~Ll']:IJ!の製点は Uïk少のl貯放をもって物品使用に支障

をきたさないようにJ (鉄道物品準備規程第 4 条)すること であ

る。これを鉄道の資材官邸!上の特色と l品lìili させて考える と，

(1) 生iHr:ú?: '染では 1 会社に所属する工場は l ないし 2 という

ように，資材使用白~I門は限られた地j成に， 限られた数だけある

にすぎないが， 鉄道のように資材使用箇所が各地に散在する場

合には. f吏川 fÆi所までの資材の配給が遅延しないようにという

考慮がm裂となる。資材の袈求が提出されてから入手手配を行

うのでは，各地の所主主のi時刻]に間に合わないため，あらかじめ

集中または分散貯放して， 全国的な配給網と相ま っ て資材配給

の全きを j切することになる。国鉄について見れば，使用者側か

ら1J~:U される準備要求の中には，計画貯蔵品と非計四j狩放品と

がふくまれるが， 計画j狩放品に|剥しては本来iWúiiì裂求はこれを

参考にする松皮で，資材部門自らが進んで調達してIm;M品を保

有すべきである。この保有のあり方については， 全国の中心的

地域に集，*，して保有すべきか，各地に分散して保有すべきかの

問凶がある。集中It1'械による総体的な貯蔵数1'J:の削減と ， この

場合にくらべての分散It1'放の配給時間の節約との剥終点がn i]!週

の中心である。東京 ・ 大阪を中心とした第 l 次的集中Jtj'放が行

われ，さらに各地方資材部ごとに第 2 次的集中j庁放(保有数位

のやや少ない)が行われ， ついで使用各地に多少の数量の分散

貯放が11'われている。この貯放は第 l 貯蔵品，工場l貯絞品， 炭

鉱Jt1'政品(特殊な It1'政品)および第 2 貯政品という順序で集中か

ら分散へのj狩政区分となっている。

i一用品目i@(第一i百絞品)

地方資材古11③ー|一本部各線」工場用品陣②(第一貯政IWI )

(北海道刺批ヒ新側潟卜附帥附附E司郁lr…I附束.中古11 '1耳1M
l引閤・広IJ， ・ 九州

「一各~~
工地⑫ー|

1-H1品倉庫⑧(工場l狩政品)

「自動車営業所

地方自動車事務所⑨ート本部各線②

」自動車工場一用品倉庫(工嶋貯政品)

鉱業所①一一一一各 線一一一一用品目E①(民鉱貯旗品)

ほかに現業機関の大多数が第 2 J符絞品の保有箇所になっている.

物品の司h(J)ii~求は物品を実際に使用する儀I!.\Iである工場，炭

鉱，第 2 1百政品保有箇所等から提出されるのをl京t1IJ とし ， それ

が集計 ・ 剥挺されるのであるが，この要求に対して貯政保有の

在り 11:および使用時JVI ・ 購入手配から納入までに裂する期間，

および配給に裂する 11制限事を考慮して購入の手配をするわけで

ある。物品供給の班!似のJt;; は， 使用箇所に対して使Hln寺lVJに聞

に合わせwる限度において，ぎりぎりのi削切に配給することで

あり ， したが っ て常時平均して使用される資材については，水

道せんを流れる水の流れのように円滑に配給を行い， 断続的に

使JH される資材についてはそのつど配給を行う ことである。然

るに購入手続 ・ 配給に嬰する 1時間等を考えるとき，ことに鉄道

の資材使HJ箇所が全国各地に散在している点から，配給までの

所嬰日数はまちまちであるので， どうしても貯蔵保有をするこ

とが必裂にな って来る。恒常保有量・基準保有:!il: ・ 適正保有企

および傑準f*有i江主事の言葉で， 現在に至るまでl狩政保有組織の

中における保有数i誌のあり方の検討が行われて米ているが，使

用各地域ごとの使用数訟の季節的波動の差およびそれを統計的

には縦でき.I!i[い傾向のために， 理論的にも適切な保有数盆を保

有箇所別に決定することはなかなか困難である。さらにJtj'政品

は計画JtT政品であると非計画Jtî 政品であると ， または出抜扱品

であるとに拘らず，おおむね第 l 貯蔵から工場JtT;f;Rへまたは
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